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「労働紛争解決法制の新たな展開の中での企業内紛争解決システムの役割」 

報告者：山川隆一・慶応義塾大学法科大学院教授 （２００４年７月１３日報告） 

 

「パート労働者の組織化と意見反映システム――同質化戦略と異質化戦略」 

報告者：呉 学殊・労働政策研究・研修機構研究員 （２００４年７月２７日報告） 

 

「改正特許法は職務発明の実務をどう変えるのか――手続き規制の新たな展開」 

報告者：土田道夫・同志社大学法学部教授 （２００４年９月３０日報告） 

 

「均等待遇の国際比較とパート活用の鍵――ヨーロッパ、アメリカ、そして日本」 

報告者：水町勇一郎・東京大学社会科学研究所助教授（２００４年１０月１３日報告） 

 

「６５歳継続雇用時代にどう備えるか？――改正高齢法で求められる労使の新たなルール

づくり」 （２００５年１月２５日報告） 

報告者：岩村正彦・東京大学法学部教授 

藤村博之・法政大学大学院イノベーション・マネジメント研究科教授 

 

「メンタルヘルスで求められる使用者の健康配慮義務とは？――適正労働配置義務と採用

後精神障害者の職場復帰」 

報告者：水島郁子・大阪大学大学院法学研究科助教授 （２００５年２月７日報告） 

 

「育児・介護休業法改正と両立支援の課題――育児・介護休業の対象労働者の拡大と次世

代法の本格実施を受けて」 

報告者：佐藤博樹・東京大学社会科学研究所教授 （２００５年２月１５日報告） 

 

「成果主義」成功のポイント──人事データによる成果主義の検証から」 

報告者：阿部正浩・獨協大学経済学部助教授 （２００５年７月２０日報告） 
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「働く過剰――希望学の視点から若者の人材育成を語る」 

報告者：玄田有史・東京大学社会科学研究所助教授 （２００５年１０月３日報告） 

 

「事業再生における労働組合の役割とは？――再生企業における労使の取り組み事例を中

心に」 

報告者：藤本真・労働政策研究・研修機構研究員 （２００５年１０月２８日報告） 

 

「ホワイトカラー・エグゼンプションについて考える――米国の労働時間法制の理念と現

実」 

報告者：島田陽一・早稲田大学法学学術院教授 （２００５年１１月２５日報告） 

 

「企業の技能継承問題と若年を活かす職場のあり方──２００７年問題における企業のバ

ラエティー論から」 

報告者：太田聰一・慶応義塾大学経済学部教授 （２００６年７月６日報告） 

 

「改正均等法をめぐる法的留意点――企業や職場は具体的にどう対処すればよいか」 

報告者：奥山明良・成城大学法学部教授 （２００６年８月２９日報告） 

 

「ワーク・ライフ・バランスの実践とその効果――人材戦略としての意義とその活用を考

える｣ 

報告者：武石恵美子・法政大学キャリアデザイン学部助教授 

 （２００６年１２月１３日報告） 

 

「コールセンターの雇用と人材育成に係わる実態と課題――コールセンターで働く人材を

如何に育成・定着させるか？」 

報告者：仁田道夫・東京大学社会科学研究所教授 （２００７年７月２４日報告） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ビジネス・レーバー・トレンド研究会 

｢改正パートタイム労働法をめぐる法的留意点｣ 
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